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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ イ ク ロ リ ソ グ ラ フ ィ 用 投 影 露 光 装 置 で あ っ て 、 投 影 光 （ １ ３ ） を 発 生 す る 照 明 装 置 （
１ ２ ） と 、 複 数 の 光 学 素 子 （ Ｌ １ ～ Ｌ ５ ， Ｌ ５ ’ ） を 備 え る 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） で あ
っ て 、 該 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） の 物 体 平 面 （ ２ ２ ） 内 に 配 置 さ れ る レ チ ク ル （ ２ ４ ） を
、 前 記 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） の 像 平 面 （ ２ ８ ） 内 に 配 置 さ れ 、 支 持 体 （ ３ ０ ） 上 に 設 け
ら れ た 感 光 面 （ ２ ６ ） 上 に 結 像 さ せ る こ と の で き る 前 記 投 影 対 物 レ ン ズ と 、 該 投 影 対 物 レ
ン ズ （ ２ ０ ） の 像 側 の 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ； Ｌ ５ ’ ） と 前 記 感 光 面 （ ２ ６ ） と の 間 の 浸 漬
空 間 （ ５ ０ ） へ 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） を 導 入 す る 浸 漬 装 置 （ ４ ２ ） と を 有 す る 前 記 投 影 露 光 装
置 で あ っ て 、
　 前 記 浸 漬 装 置 （ ４ ２ ） が 、 前 記 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） 内 の ガ ス 気 泡 （ ４ ８ ） の 生 成 を 防 止 で
き 、 か つ ／ 又 は 既 に 生 成 さ れ た ガ ス 気 泡 （ ４ ８ ） を 除 去 す る こ と の で き る 手 段 （ ４ ４ ； ６
６ ； ８ ６ ； ９ ０ ） を 備 え る と 共 に 、 前 記 浸 漬 装 置 （ ４ ２ ） が 前 記 浸 漬 液 体 を 前 記 浸 漬 空 間
内 で 循 環 さ せ る 循 環 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 浸 漬 装 置 （ ４ ２ ） が 、 前 記 浸 漬 空 間 （ ５ ０ ） 内 に 開 口 す る 吸 入 口 （ ８ ６ ） を 有 す る
ガ ス 気 泡 （ ４ ８ ） 抜 き 取 り 吸 入 装 置 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 投 影 露 光 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） は 前 記 投 影 露 光 装 置 （ １ ０ ） の 走 査 方 向 （ ８ ４ ） に 変 位 さ せ る こ と
が で き 、 前 記 浸 漬 装 置 （ ４ ２ ） は 前 記 浸 漬 空 間 （ ５ ０ ） を 少 な く と も 一 部 の 境 界 と な る 側
壁 （ ３ ２ ； ５ ２ ） を 有 し 、 前 記 走 査 方 向 （ ８ ６ ） を 横 断 し て 前 記 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ３ ） の 少
な く と も 外 方 へ の 流 出 を 実 質 的 に 防 止 す る よ う 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
又 は ２ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 側 壁 （ ５ ２ ） は 像 側 の 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） を 完 全 に 、 好 ま し く は 環 状 に 封 入 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】



　 前 記 側 壁 （ ５ ２ ） を 振 動 状 態 に す る こ と の で き る 超 音 波 源 （ ６ ６ ） を 前 記 側 壁 （ ５ ２ ）
に 結 合 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 又 は ４ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 循 環 手 段 は 、 循 環 ポ ン プ （ ６ ４ ） と 、 前 記 浸 漬 空 間 内 に 開 口 す る 充 填 口 （ ５ ８ ） と
、 前 記 浸 漬 空 間 内 に 開 口 す る 吸 入 口 （ ６ ２ ） と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５
の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 循 環 手 段 は 前 記 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） か ら ガ ス 気 泡 （ ４ ８ ） を 除 去 す る 脱 気 装 置 （ ４ ４
） を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 脱 気 装 置 （ ４ ４ ） は 好 ま し く は 傾 斜 す る よ う に 配 置 さ れ た 円 錐 台 状 流 出 面 （ ７ ４ ）
を 有 し て お り 、 こ の 面 上 に 浸 漬 液 体 （ ７ ４ ） を 上 方 か ら 加 え 、 そ の 上 に 負 圧 を 加 え る こ と
が で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） は 前 記 投 影 露 光 装 置 の 走 査 方 向 （ ８ ６ ） に 変 位 さ せ る こ と が で き 、
前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） は 前 記 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） に 対 し 配 置 し て 前 記 走 査 方 向 （ ８ ６ ）
沿 い に 前 記 像 平 面 （ ２ ８ ） に 垂 直 方 向 に 前 記 浸 漬 空 間 （ ５ ０ ） の 広 が り を 小 さ く さ せ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ８ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 循 環 手 段 が 、 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） 、 好 ま し く は 像 側 の 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） の
フ レ ー ム （ ４ ６ ’ ） に 組 み 込 ま れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ９ の い ず れ か １ 項
に 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） の 前 記 像 側 の 前 記 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ’ ） を 前 記 像 平 面 （
２ ８ ） に 平 行 な 方 向 （ ８ ４ ’ ） へ 変 位 さ せ る こ と が で き る よ う 保 持 し た 対 物 側 の 壁 内 で 、
前 記 感 光 面 （ ２ ６ ） が 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） を 完 全 に 満 た し た 閉 じ た カ セ ッ ト （ ９ ０ ） 内 に 保
持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 対 物 側 の 壁 を 、 前 記 像 側 の 前 記 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ’ ） が 変 位 し た と き に 、 前 記 カ
セ ッ ト （ ９ ０ ） 内 の 前 記 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） で 満 た し た 前 記 容 積 が 変 化 し な い こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 対 物 側 の 壁 は ベ ロ ー ズ （ ９ ２ ） と し て 設 計 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １
又 は １ ２ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 浸 漬 液 体 と は 異 な る フ ラ ッ シ ン グ 液 を 前 記 浸 漬 装 置 に よ り 前 記 浸 漬 空 間 内 に 導 入 で
き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 感 光 面 付 き 支 持 体 （ ３ ０ ） は 像 平 面 に 平 行 な 平 面 内 に 動 作 中 に セ ッ ト で き る 洗 浄 板 に よ
り 置 換 で き る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 投 影 露 光 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 マ イ ク ロ リ ソ グ ラ フ ィ 用 投 影 露 光 装 置 （ １ ０ ） の 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） の 像 側 の 最 終
光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） と 、 支 持 体 （ ３ ０ ） 上 に 設 け ら れ た 露 光 対 象 の 感 光 面 （ ２ ６ ） と の 間 に
形 成 さ れ る 浸 漬 空 間 （ ５ ０ ） へ 浸 漬 液 体 を 導 入 す る 方 法 で あ っ て 、
　 ａ ） 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） が 前 記 投 影 露 光 装 置 （ １ ０ ） の ビ ー ム 経 路 の 外 に お い て 、 前 記
感 光 面 （ ２ ６ ） と 前 記 像 側 の 前 記 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） と を 浸 漬 液 体 （ ３ ４ ） で 湿 潤 す る
ス テ ッ プ で 、 前 記 ス テ ッ プ と 、
　 ｂ ） 前 記 像 側 上 の 前 記 最 終 的 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） と 前 記 感 光 面 （ ２ ６ ） と に あ る 浸 漬 液 体
（ ３ ４ ） を 接 触 さ せ る よ う に 、 前 記 投 影 対 物 レ ン ズ （ ２ ０ ） の 像 平 面 （ ２ ６ ） に 平 行 な 動
き で 前 記 像 側 の 前 記 最 終 光 学 素 子 （ Ｌ ５ ） ま で 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） を 運 ぶ ス テ ッ プ と 、

(2) JP 2006-528835 A5 2007.9.13



　 ｃ ） 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） が 露 光 に 必 要 な 位 置 に 達 す る ま で 、 前 記 像 平 面 （ ２ ８ ） に 平 行
な 動 き で 前 記 支 持 体 （ ３ ０ ） を 前 記 光 路 内 に 完 全 に 導 入 す る ス テ ッ プ と
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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